
 

「自主・実践・友愛」 

 先日、朝の玄関での出来事です。多くの生徒が気持ちの伝わるあいさつをしながら登校
し玄関に入っていく際に、１年男子生徒のカバンについていたアクセサリーがポトリと落
ちました。道路向かいにいた私が拾いに行こうとした瞬間、ある３年男子生徒がそのアク
セサリーに気付き、私の方を見て微笑んでアクセサリーを拾い上げ、１年男子生徒に声を
かけて渡してくれていました。とてもカッコよかったです。とても素敵でした。 
普段から磨いている親切玉を体現した姿に、清々しさを感じました。ありがとう！！ 

願えば叶う 
 生徒会が企画してくれた「野っ中七夕」が生徒玄関に飾られて 

います。みんないろんな願いごとを短冊に書いてくれていました。 

☆部活動の目標 ☆クラスのこと ☆進路のこと ☆将来の夢 

☆親友への思い ☆運動会のこと ☆家族（ペット含む）のこと 

☆異性とのこと ☆学習のこと 等々・・・。 

自分のことだけでなく、家族（ペット含む）の健康を願ったり 

「妹が野々市中学校に入学して来た時に、楽しい学校であります 

 ように・・・」という、とっても優しい親切玉がキラリと光る 

願いごともありました。自分の思いを表現する素晴らしい機会を 

作ってくれた生徒会のみなさんに感謝の思いでいっぱいです。 
 
さて、以前、陸上競技部の顧問をさせていただいていた頃のお 

話です。女子長距離走のオリンピアンと練習を共に出来る機会が 
あり、練習後に陸上部員がサインをもらいに行ってました。サイ 
ンをもらった生徒は、とっても嬉しそうに「先生、サインもらったよ」と誇らしげに見せて
くれました。そこには名前とともに「願えば叶う」と書かれており、その生徒はその言葉を
励みとして、自分の目標達成に向けて、より一層、小さな努力を積み重ねていきました。学
校での部活動はもちろん、雨や雪が降っていても安全に留意しながら毎朝走り、食生活や睡
眠時間等もよく考えて身体づくりや健康管理に努めていました。その成果は、夏の全中大会
や冬の全中駅伝出場という目標達成につながりました。また、学校生活の大部分を占める授
業や家庭学習も主体的に取り組み、自分の思い描く進路決定に結び付けていました。目標を
達成したいと願うことは誰にでも出来ます。ただ、「本気」になってその想いを体現（行動）
しなければ「願い」はなかなか叶いません。自分の思い描く「姿（目標）」に向けて、今の
自分がどれだけの小さな努力を積み重ねているのかを自問し、これからの生活でさらに、 
がまん玉を磨いてください。みなさんの願いごとが叶うことを、心から願っております。 

 
  

         明日（6/20）から加賀地区大会後半戦です。 

チーム野っ中の大活躍を祈ってます。 

なお、6/22（月）は振替休日です。 
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